
⑤
シ
ョ
ッ
プ
・
ト
ピ
ッ
ク
ス

★
舶
来
雑
貨
の
サ
ノ
ヘ
が
、
秋
の
新
着

輸
入
雑
貨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、
月
６
日

Ｉ
ｎ
日
、
元
町
店
で
催
し
ま
す
。

な
お
恒
例
の
サ
ノ
ヘ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
・
シ
ョ
ー
は
、
月
配
、
詔
日
、
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
・
バ
ラ
の
間
で
開
か

れ
ま
す
。

☆
ト
ア
・
ロ
ー
ド
の
オ
ー
ト
ク
チ
ー
ー
ー

ル
ヱ
ス
タ
ー
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
、
こ
の
９

月
、
日
、
明
る
く
若
々
し
い
イ
ン
テ
リ

ア
で
新
装
開
店
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
日
曜
日
が
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

☆
ト
ア
・
ロ
ー
ド
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の

店
芸
夢
で
は
、
ｎ
月
１
日
、
名
古
屋
駅

前
、
桜
通
り
地
下
街
に
支
店
を
開
き
ま

す
。Ｔ

Ｅ
Ｌ
○
五
二
’
五
八
六
’
一
七
七
○

☆
コ
ー
ヒ
ー
通
の
人
の
た
め
に
、
９
月

１
日
、
神
戸
新
聞
会
階
１
Ｆ
サ
ニ
ー
・

ダ
ウ
ン
に
Ｕ
Ｃ
Ｃ
、
カ
フ
ェ
・
メ
ル
カ

ー
ド
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
妙
り
た

て
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
か
ら
た
て
る
器
具

（
舶
来
品
）
、
た
て
方
な
ど
、
コ
ー
ヒ

ー
に
関
す
る
す
べ
て
の
相
談
は
Ｏ
Ｋ
。

あ
な
た
だ
け
の
味
を
つ
く
っ
て
は
い
か

が
／

☆
国
際
会
階
１
Ｆ
の
ベ
ニ
ー
毛
皮
店
が

９
月
中
旬
に
改
装
、
よ
り
明
る
い
お
店

に
な
り
ま
し
た
。
、
月
中
旬
に
は
新
作

シ
ョ
ー
が
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

☆
国
際
会
館
１
Ｆ
の
御
木
本
真
珠
店
で

は
、
、
月
詔
、
泌
日
の
両
日
、
大
阪
ロ

ィ
ャ
ル
ホ
テ
ル
で
、
秋
の
新
作
。
ハ
ー
ル

展
示
会
を
行
な
い
ま
す
。

★
ト
ァ
・
ロ
ー
ド
の
婦
人
帽
子
店
マ
キ

シ
ン
に
新
作
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
今
年

の
秋
は
ブ
リ
ム
も
や
や
広
い
ソ
フ
ト
な

感
覚
の
も
の
に
人
気
が
集
ま
り
そ
う
で

す
。
復
古
調
の
ク
ラ
ウ
ン
の
や
や
深
い

も
の
も
新
し
い
傾
向
で
す
。
，

ｌ
ｌｌｌ
ｌ

☆
四
万
人
を
集
め
た

コ
ト
ブ
キ
夏
祭
り

９
月
、
８
，
９
、
加
日
の
３

日
間
、
お
菓
子
の
コ
ト
ブ
キ
武

庫
川
工
場
新
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

ヨ
ト
ブ
キ
夏
祭
り
花
の
ペ
ー

ジ
ェ
ン
ト
」
が
催
さ
れ
た
。

９
日
に
は
交
通
遺
児
を
招
待

☆
ち
ん
が
ら
や
秋
の
珍
趣

〃
竹
″
展
示
会

日
本
美
〃
竹
″
を
テ
ー
マ
に

ち
ん
が
ら
や
第
弘
回
展
が
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
、
８
月
妬

・
妬
日
に
催
さ
れ
た
。
見
事
な

竹
シ
リ
ー
ズ
は
、
あ
で
や
か
に

ま
た
ひ
っ
そ
り
と
竹
の
持
つ
雄

勤
さ
と
清
礎
さ
を
十
分
に
、
伝

え
た
印
象
深
い
作
品
に
ご
ひ
い

き
筋
も
満
足
げ
な
様
子
。

黒
留
袖
の
粋
な
柄
・
小
紋
着

尺
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
中
振
袖

の
大
胆
な
鮮
か
さ
は
、
神
戸
の

呉
服
専
門
店
な
ら
で
は
の
新
し

い
息
吹
き
を
感
じ
た
。

菱

神戸百店会
だより

故浜野勝次郎氏

竹シリーズの作品

尼
崎
市
長
が
「
く
じ
け
ず
頑
張

っ
て
ほ
し
い
」
と
励
ま
し
の
言

葉
を
の
べ
た
。
山
城
新
吾
ほ
か

東
映
の
女
優
陣
も
参
加
、
楽
し

く
盆
踊
り
。
夜
店
も
百
店
舗
あ

つ
ま
り
、
夏
の
夜
を
楽
し
む
人

々
は
３
日
間
で
四
万
人
、
盛
大

な
祭
り
と
な
っ
た
。

☆
絶
対
に
合
わ
な
い
コ
ー
ラ
ス

国
際
会
館
で
晴
れ
の
舞
台

武
庫
川
女
子
大
音
楽
教
授
・

柳
歳
一
先
生
の
音
楽
生
活
釦
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
８
月
別

日
、
国
際
会
館
で
開
か
れ
た
。

風
月
堂
の
吉
川
進
社
長
ほ
か

三
名
の
ロ
ー
タ
リ
ー
・
コ
ー
ラ

ス
・
グ
ル
ー
プ
も
応
援
出
演
、

平
均
年
齢
而
歳
の
自
慢
の
ノ
ド

を
披
露
し
た
。
二
部
合
唱
が
ど

う
し
て
も
四
部
合
唱
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
拍
手

は
一
番
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る

Ｏ

☆
中
川
衣
裳
店

秋
の
新
作
展
示
会

オリエンタルホテル・展示会場にて

０
１
９
１
１

ロータリー・コーラス・グループ

秋
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン
を
ひ
か

え
て
、
さ
る
８
月
知
日
、
オ
リ

エ
ン
タ
ル
・
ホ
テ
ル
大
宴
会
場

で
、
中
川
衣
裳
店
の
花
嫁
衣
裳

新
作
展
示
会
が
開
か
れ
た
。

打
ち
か
け
、
お
色
直
し
、
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
、
イ
ヴ
ニ

ン
グ
ド
レ
ス
、
広
い
会
場
も
は

な
や
か
な
彩
り
に
ホ
ッ
ト
な
雰

囲
気
。
時
代
に
対
応
し
て
だ
ん

だ
ん
派
手
め
な
傾
向
が
み
ら
れ

た
。☆

本
成
駒
家
浜
野
勝
次
郎
氏

永
田
良
一
郎
氏
母
堂
逝
去

８
月
型
日
本
成
駒
家
浜
野
勝

次
郎
氏
（
妃
）
が
、
８
月
記
日

永
田
良
介
商
店
永
田
良
一
郎
氏

の
母
堂
み
つ
ゑ
さ
ん
（
配
）
が

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ひ
ろ
み
が
、
９
月
お
日
、
国
際

会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
神

戸
、
元
町
、
さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン

の
イ
メ
ー
ジ
を
盛
り
込
ん
だ
、

「
さ
よ
な
ら
が
言
え
な
い
街
」

で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

神
戸
の
楠
町
で
生
ま
れ
、
す

ぐ
に
東
京
住
ま
い
と
な
っ
た
彼

女
が
、
「
神
戸
の
歌
」
の
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
応
募
し
、
二
百
人
の
中
か

ら
幸
運
を
つ
か
ん
だ
新
星
だ
。

お
も
に
舞
台
関
係
の
仕
事
が

中
心
で
、
お
き
ゃ
ん
な
明
る
い

役
が
多
い
。

９
月
即
日
か
ら
加
月
晦
日
ま

で
の
、
神
戸
さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン

５
周
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、

神
戸
に
来
る
。

神
戸
の
歌
を
、
そ
し
て
神
戸

出
身
の
田
村
ひ
ろ
み
を
皆
さ
ん

も
応
援
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

本
名
・
守
屋
節
子
。
加
才
。

☆
神
戸
に
新
た
な
映
画
運
動

の
ｇ
巨
豆
弓
活
躍
中

映
画
運
動
と
し
て
は
大
阪
、

京
都
に
先
を
越
さ
れ
て
い
る
神

戸
で
、
実
験
的
催
し
を
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

映
画
に
対
す
る
眼
を
開
こ
う
と

.‘序：

Ii§
穂

う
ま
や

☆
相
楽
園
に
「
厩
画
廊
」

中
西
勝
個
展
で
オ
ー
プ
ン

相
楽
園
の
中
で
、
旧
ハ
ッ
サ

ム
邸
の
異
人
館
と
と
も
に
、
訪

れ
る
人
の
眼
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
て
い
た
相
楽
園
厩
舎
が
、
今

年
４
月
、
重
要
文
化
財
の
指
定

を
受
け
、
こ
れ
を
期
し
て
宮
崎

神
戸
市
長
の
発
案
で
ギ
ャ
ラ
リ

ー
と
し
て
、
如
月
１
日
に
オ
ー

プ
ン
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

こ
の
厩
舎
は
、
明
治
時
代
に

で
き
た
小
寺
謙
吉
（
戦
後
初
代

の
神
戸
市
長
）
の
も
の
で
あ
っ

た
が
、
文
化
財
施
設
と
し
て
ま

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

112

神戸の名所がまた－ツ

た
市
民
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て

時
代
の
波
に
の
っ
て
貢
献
す
る

途
が
つ
い
た
と
い
え
よ
う
。

如
月
Ⅳ
日
か
ら
ｎ
月
３
日
ま

で
、
４
年
半
も
の
「
世
界
か
た

つ
む
り
旅
行
」
か
ら
帰
っ
て
き

た
二
紀
会
の
中
西
勝
画
伯
が
、

〃
私
は
外
へ
出
て
見
た
〃
を
テ

ー
マ
に
車
に
よ
る
旅
と
異
国
の

風
土
の
面
白
味
を
描
い
た
作
品

を
約
即
点
、
そ
の
上
に
、
旅
行

に
用
い
た
地
図
収
集
し
て
き
た

石
、
貝
が
ら
、
土
器
な
ど
を
展

示
。
第
一
日
目
に
は
、
愛
用
の

フ
オ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
を
囲
ん

で
の
楽
し
い
語
ら
い
が
用
意
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。

な
お
、
管
轄
は
神
戸
市
社
会

教
育
課
（
詔
．
８
１
８
１
）
な

の
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
使
用
希
望
の

方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

☆
さ
よ
な
ら
が
言
え
な
い
街

田
村
ひ
ろ
み
の
デ
ビ
ュ
ー
歯

神
戸
出
身
の
大
型
新
人
歌
手

心
に
し
み
る
サ
ロ
ー
ヴ
オ
イ
ス

が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
田
村

■

さんちか夕ウンでお
買物の田村ひろみ

あ
な
た
の
誕
生
日
は
い
つ
で
す
か

☆
誰
に
で
も
年
に
一
回
ず
つ
め
ぐ
っ
て

く
る
誕
生
日
を
機
会
に
、
精
神
薄
弱

（
ち
え
お
く
れ
）
の
問
題
に
つ
い
て
考

え
よ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

☆
誕
生
日
と
い
え
ば
、
友
人
や
家
族
で

お
祝
い
の
会
を
も
ち
、
も
っ
ぱ
ら
飲
食

や
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
焦
点
が
あ
っ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
も
う
少
し
積
極
的
な
意

義
の
あ
る
も
の
に
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。自

分
が
ひ
と
り
の
価
値
あ
る
か
け
が

え
の
な
い
人
間
と
し
て
、
こ
の
世
に
生

を
受
け
て
い
る
意
義
を
じ
っ
く
り
と
考

え
、
日
々
の
生
活
を
反
省
す
る
機
会
と

し
た
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
同
じ
く
生
を
受
け
な
が

ら
、
ち
え
お
く
れ
で
あ
る
が
た
め
に
、

十
分
な
教
育
も
受
け
ら
れ
ず
、
差
別
さ

れ
て
い
る
人
々
の
い
る
現
実
に
思
い
を

め
ぐ
ら
せ
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
積

極
的
に
考
え
る
機
会
と
し
て
く
だ
さ
い

○
本
運
動
は
、
昭
和
四
十
年
五
月
地
元

神
戸
市
の
特
殊
学
級
担
任
に
よ
っ
て
提

唱
し
て
以
来
、
協
力
者
は
、
北
海
道
か

ら
鹿
児
島
ま
で
全
国
に
広
が
り
、
遠
く

海
外
か
ら
も
多
数
の
ご
協
力
が
続
い
て

い
ま
す
。

（
新
し
い
資
料
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
や
問

合
せ
は
、
下
記
の
事
務
局
ま
で
）

あ
な
た
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
事
務
局

神
戸
市
葺
合
区
小
野
柄
通
二
の
五

市
立
青
陽
養
謹
学
校
内

Ｔ
Ｅ
Ｔ
⑳
一
五
五
九
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し
い
。

☆
幻
想
の
イ
ン
テ
リ
ア
展

開
か
る

、
月
８
日
１
，
日
、
神
戸
商

工
貿
易
セ
ン
タ
ー
・
サ
ン
ポ
ー

ホ
ー
ル
ニ
階
で
、
住
宅
に
関
す

る
総
合
展
「
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ヘ

ャ
ー
」
に
併
催
し
て
、
神
戸
新

す
る
若
者
が
二
人
い
る
。

い
そ
も
と
は
る
あ
き
（
犯
）
、

服
部
豊
（
型
）
・

沈
滞
し
た
神
戸
文
化
界
に
、

映
画
に
よ
る
流
動
的
情
況
を
つ

く
り
だ
し
、
行
動
力
あ
る
シ
ネ

ク
ラ
ブ
を
結
成
し
て
映
画
だ
け

で
な
く
、
い
ろ
ん
な
方
面
に
展

開
で
き
る
運
動
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
。

そ
の
第
一
回
が
、
如
月
加
日

か
ら
の
「
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
な
欧

州
の
巨
匠
た
ち
」
と
題
す
る
、

こ
れ
ま
た
素
晴
し
い
映
画
特
集

で
あ
る
。
場
所
は
海
員
会
館
。

１
フ
ェ
デ
リ
コ
・
フ
ェ
リ
ー
ニ

８
強
・
魂
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
タ

如
月
加
日
１
時
１
６
時

２
ア
ラ
ン
・
レ
ネ

型
時
間
の
情
事
・
戦
争
は
終
っ
た

如
月
⑩
日
６
時
ｌ
畑
時

３
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・
ア
ン
ト
ニ
オ

ー
ニ

女
と
も
だ
ち
。
赤
い
砂
漠

、
月
訓
日
５
時
ｌ
加
時

４
ジ
ャ
ン
・
リ
ュ
ッ
ク
・
ゴ
ダ
ー
ル

恋
人
の
い
る
時
間
、
立
派
な
詐
欺

師
・
男
性
女
性

ｎ
月
ｕ
日
５
時
１
，
時

詳
し
く
は
、
月
刊
神
戸
っ
子

ま
た
は
月
刊
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
ま

で
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
肥
・
湿
・
１
７
４
３

間
主
催
の
「
幻
想
の
イ
ン
テ
リ

ア
展
」
が
開
か
れ
る
。

河
口
竜
夫
、
今
井
祝
夫
、
聴

波
雲
治
、
丸
本
耕
、
福
岡
道

雄
、
下
谷
千
尋
、
村
岡
三
郎
、

向
井
修
二
、
植
松
圭
二
な
ど
、

大
阪
神
戸
の
若
い
造
形
作
家
妬

人
の
展
示
が
予
定
さ
れ
て
い
る

☆
洋
画
研
究
所
八
０
Ｖ

さ
ん
ち
か
広
場
で

大
デ
ッ
サ
ン
展
開
く
／

初
回
の
こ
の
大
デ
ッ
サ
ン
展

は
、
日
本
列
島
へ
の
提
案
と
題

し
て
、
白
い
布
で
型
造
っ
た
日

本
列
島
の
全
貌
を
空
に
か
か

げ
、
青
森
か
ら
下
関
ま
で
の
伽

ｍ
の
長
い
長
い
ブ
ル
ー
の
線
路

を
さ
ん
ち
か
の
大
通
り
へ
移
し

て
い
っ
た
。

平
面
と
立
体
と
移
動
、
行
動

を
自
分
自
身
の
脱
皮
へ
の
き
っ

か
け
に
す
れ
ば
い
い
と
半
裸
で

プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
書
い

た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
移
動

す
る
榎
氏
は
語
る
。
そ
こ
ま
で

や
る
な
ら
、
な
ぜ
ほ
ぼ
型
通
り

け
た
ら
、
同
時
に
点
灯
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
プ
レ
ー
キ
ラ

ン
プ
と
、
バ
ッ
ク
ラ
ン
プ
は
、
昼
間
で

も
点
灯
す
る
の
で
あ
る
。
昼
で
も
、
・
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
た
こ
と
を
後
続
車
に
し

ら
し
め
る
た
め
で
あ
り
、
バ
ッ
ク
す
る

こ
と
を
後
方
の
も
の
に
知
ら
せ
る
た
め

さんちか広場の大デッサン展

☆
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
女
性
二

人
が
「
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
を
発
足

九
月
一
日
か
ら
コ
ス
モ
ポ
リ

タ
ン
な
セ
ン
ス
と
学
識
経
験
を

も
ち
美
人
で
も
あ
る
、
後
藤
ア

リ
ス
、
川
上
也
須
子
さ
ん
二
人

が
、
神
戸
で
は
じ
め
て
の
「
Ａ

＆
Ｙ
国
際
コ
ミ
ュ
ン
ケ
ー
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
」
神
戸
市
長
田
区

二
葉
町
ｍ
ｌ
７
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
七
三

一
）
五
一
五
七
を
設
立
。

事
業
は
、
同
時
通
訳
、
レ
セ

プ
シ
ョ
ー
ー
ス
ト
、
商
業
英
語
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、
速
記
、
タ
イ

プ
、
資
料
翻
訳
、
観
光
ガ
イ

ド
、
コ
ン
・
ス
ポ
ン
デ
ン
セ
ン

ス
、
海
外
旅
行
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
語
学
セ
ミ
ナ
ー
。

新
し
い
女
性
の
可
能
性
を
伸

ば
す
国
際
的
な
仕
事
で
、
彼
女

た
ち
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。☆

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
秋

は
な
や
か
に
開
幕
／
・

洋
秀
会
と
神
戸
ブ
ラ
ウ
ス
・

グ
ル
ー
プ
の
企
画
に
よ
る
神
戸

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
ー
ニ
バ
ル
が

９
月
、
日
国
際
会
館
で
開
か
れ

宮
川
賢
一
氏
の
演
出
は
、
ス
ラ

イ
ド
・
若
者
の
会
話
な
ど
も
入

り
動
き
の
あ
る
シ
ョ
ー
展
開
を

み
せ
た
。

の
デ
ッ
サ
ン
展
を
や
る
の
か
疑

問
を
持
つ
の
だ
が
…
…
。

に
後
退
す
る
時
に
、
後
方
を
明
る
く
照

ら
す
た
め
に
だ
け
つ
け
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
。

運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い
る
も
の
は

こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
が
、
一
般
の

歩
行
者
に
は
徹
底
し
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。
車
の
後
部
で
白
色
の
ラ
ン
プ
が

点
灯
し
た
ら
、
そ
の
車
は
．
ハ
ッ
ク
す
る

…
…
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
ほ

画

☆
ド
ラ
イ
バ
ー
メ
モ

で
あ
る
。

車
の
後
部
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
テ
ー

ル
ラ
ン
プ
や
、
ナ
ン
バ
ー
ラ
ン
プ
は
、

夜
間
用
の
た
め
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
つ

バックランブ

１
１１３
１ 蝋

バ
ッ
ク
ラ
ン
プ
と
い
う
の
は
、
夜
間

川
口
陽
之

（
自
動
車
評
論
家
）
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■

．
「
東
京
屋
」
オ
ー
ダ
ー
シ
ョ

ー
は
、
立
亀
長
三
氏
の
解
説
で

す
す
め
ら
れ
、
エ
レ
ガ
ン
ス
と

モ
ダ
ン
さ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

が
目
を
ひ
い
た
。

。
未
来
派
の
お
し
ゃ
れ
と
題
し

「
コ
マ
ッ
ヤ
」
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
が
さ
ん
ち
か
広
場
で
開

か
れ
、
照
明
と
名
づ
け
ら
れ

た
、
カ
ク
テ
ル
ド
レ
ス
。
恋
の

物
語
。
ス
ペ
イ
ン
の
椅
子
な
ど

が
女
性
の
夢
を
誘
っ
た
。

☆
信
楽
を
全
国
に
広
め
る

若
手
や
き
も
の
作
家
展

一
三
○
○
年
前
か
ら
の
歴
史

を
持
つ
と
い
う
信
楽
焼
は
、
日

常
生
活
に
入
り
す
ぎ
て
、
そ
の

芸
術
的
価
値
を
知
る
機
会
が
す

ぐ
な
か
っ
た
が
、
今
で
は
美
大

を
出
た
若
い
人
た
ち
が
、
ぞ
く

１
１１４
１

●
属
＠
国
国
弔
○
ｍ
目

☆
毎
日
新
聞
神
戸
支
局
の
電
話
番
号
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
支
局
代
表
（
○

七
八
）
三
七
’
三
二
二
一
店
局
長
用

三
七
’
三
一
一
二
八
英
文
毎
日
編
集
三

七
’
三
二
二
○
で
す
。

☆
編
集
企
画
セ
ン
タ
ー
（
藤
村
哲
也
）

が
神
戸
市
生
田
区
元
町
本
通
２
丁
目
６

ノ
ー
淡
路
ビ
ル
４
Ｆ
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
調
’
○

六
四
六
）
に
移
転
し
ま
し
た
。

☆
津
高
和
一
画
伯
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
個

展
を
開
か
れ
好
評
の
う
ち
に
帰
神
さ
れ

例
年
の
ご
と
く
、
月
塑
日
ｉ
ｎ
月
３
日

ま
で
、
津
高
邸
八
西
宮
市
高
木
西
町
三

八
（
○
七
九
八
）
六
七
’
七
五
二
四
Ｖ

で
、
「
対
話
の
た
め
の
作
品
展
」
が
開

か
れ
ま
す
。
秋
の
一
日
芝
生
の
庭
で
、

津
高
画
伯
の
詩
情
ゆ
た
か
な
絵
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

☆
向
井
修
二
さ
ん
が
「
ム
カ
イ
・
ア
ー

ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ィ
テ
ィ
」
を
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
事
務
所
は
大
阪
市
北
区
曽
根

崎
上
一
丁
目
三
○
番
地
八
千
代
会
館
４

Ｆ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
”
）
九
○
四
三
で
す
。

☆
中
西
勝
画
伯
の
個
展
は
、
十
一
月
十

一
日
か
ら
十
日
間
大
阪
梅
田
画
廊
で
開

か
れ
ま
す
。

☆
望
月
美
佐
さ
ん
は
堺
の
日
蓮
宗
顕
本

寺
講
堂
の
ふ
す
ま
の
〃
日
蓮
正
人
の
和

歌
″
を
書
き
、
十
一
月
初
旬
オ
ー
プ

ン
。☆

三
愛
シ
ー
ス
ル
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、

塚
本
敬
子
さ
ん
が
「
メ
ル
ヘ
ン
」
を
テ

ー
マ
に
染
色
を
展
示
し
ま
す
。
十
月
一

日
か
ら
十
五
日
ま
で
。

☆
行
動
美
術
の
松
本
宏
画
伯
の
個
展
が

大
阪
の
フ
ォ
ル
ム
画
廊
で
、
十
一
月
二

十
日
’
三
十
一
日
ま
で
開
か
れ
ま
す
。

☆
中
西
勝
、
網
谷
義
郎
、
鴨
居
価
、
西

村
功
、
松
本
宏
の
五
人
展
が
、
神
戸
そ

ご
う
で
十
月
八
日
’
十
四
日
ま
で
開

催
。☆

兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
長
の
坂
本
勝

氏
を
は
げ
ま
す
会
が
、
十
月
初
旬
〃
替

蔽
屋
″
で
開
か
れ
ま
す
。

考
え
た
大
阪
を
世
界
に
売
り

込
も
う
と
い
う
計
画
は
皮
算

用
に
終
っ
た
こ
と
に
な
る
。

万
博
が
終
れ
ば
ポ
ス
ト
万

博
と
い
う
こ
と
だ
。

神
戸
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

い
え
ば
ポ
ー
ト
・
ア
イ
ラ
ン

ド
計
画
に
な
る
。

規
模
は
万
博
会
場
の
四
倍

現
在
の
生
田
区
の
広
さ
に
比

敵
す
る
。
今
も
着
々
と
埋
立

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

何
と
し
て
も
英
知
を
集
め

て
虹
世
紀
の
都
市
を
目
指
し

て
実
現
し
て
ほ
し
い
も
の
で

あ
る
。
八
Ｙ
Ｖ

六
五
’
一
九
六
九
年
の
間
の
、

自
ら
の
詩
と
評
論
を
、
「
仮
名

手
本
詩
乱
四
十
七
行
そ
の
他
」

（
か
な
て
ほ
ん
し
の
み
だ
れ
し

ぢ
ゅ
う
ひ
ち
ぎ
よ
う
そ
の
ほ

か
）
と
ま
と
め
て
、
蜘
妹
出
版

社
か
ら
出
版
し
た
。

埠
編
の
詩
と
、
神
戸
詩
人
事

件
を
扱
っ
た
「
戦
前
神
戸
詩
人

の
受
難
」
「
神
戸
．
モ
ダ
ニ
ズ
ム

覚
え
書
」
「
中
原
中
也
」
論
な

ど
の
評
論
が
あ
る
。

「
詩
を
朗
読
す
る
会
」
を
す

す
め
る
君
本
氏
の
独
特
の
リ
ズ

ム
感
と
反
歌
で
ま
と
め
あ
げ
る

詩
風
は
、
繰
り
返
し
読
む
ほ
ど

に
迫
る
も
の
が
あ
る
。

碩
価
一
、
二
○
○
円
。
購
買

希
望
者
は
発
行
所
へ
（
“
１
３

４
８
３
）

入
場
者
数
は
六
千
万
人
を

超
え
る
と
い
う
万
博
史
上
最

高
を
記
録
し
て
い
る
。

参
加
国
も
最
高
と
ア
ジ
ア

で
初
め
て
開
か
れ
た
万
博
は

そ
れ
な
り
に
成
功
し
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

当
初
の
予
測
ど
お
り
万
博

会
場
を
中
心
に
し
た
道
路
計

画
が
完
成
し
大
阪
周
辺
の
都

市
道
路
が
立
派
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
皮
肉
な
こ
と
に

外
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
京
都

神
戸
は
ベ
リ
ー
・
グ
ッ
ト
。

大
阪
の
町
は
ノ
ー
コ
メ
ン
ト

と
開
催
地
都
市
に
は
い
た
っ

て
冷
た
い
、
だ
か
ら
大
阪
が

☆
君
本
昌
久
氏
の
詩
と
評
論

「
仮
名
手
本
詩
乱
四
十
七
行
そ
の
他
」

神
一
戸
の
詩
人
で
あ
り
、
神
戸

市
民
同
友
会
の
事
務
局
長
で
も

あ
る
君
本
昌
久
氏
（
長
田
区
高

取
町
）
が
、
こ
の
た
び
、
一
九

ぞ
く
と
信
楽
の
里
に
お
し
よ
せ

て
い
る
。
そ
の
成
果
の
展
示
が

読
売
テ
レ
ビ
美
術
課
主
事
の
池

田
竜
介
氏
の
ア
ー
ト
・
し
が
ら

き
に
よ
っ
て
、
８
月
皿
日
か
ら

四
日
ま
で
、
そ
ご
う
画
廊
で

「
信
楽
若
手
や
き
も
の
作
家

展
」
と
銘
う
っ
て
な
さ
れ
た
。

飾
り
陶
板
か
ら
灰
皿
、
ア
ク

セ
サ
リ
ー
ピ
ン
入
れ
、
壁
掛
花

び
ん
、
ブ
ロ
ー
チ
と
い
っ
た
小

物
類
ま
で
、
若
手
ら
し
い
造
型

美
の
新
鮮
さ
に
ハ
ツ
と
す
る
作

品
が
多
か
っ
た
。

神
戸
の
ポ
ス
ト
万
博

９
月
過
日
、
日
本
万
国
博

は
い
ろ
い
ろ
な
話
題
を
残
し

て
幕
を
閉
じ
た
。

ア
ジ
ア
で
最
初
の
万
国
博

と
い
う
こ
と
で
賛
否
両
論
、

か
ん
か
ん
が
く
が
く
の
頃
か

ら
数
え
る
と
４
年
を
経
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

花時計
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烏

”－

＞

つ

あ
ら
す
じ
二
年
前
、
短
期
大
学
を
卒
業
し
た
佳
は
．
神
戸
の
か
な
り

時
代
が
か
っ
た
高
台
の
西
洋
館
で
、
華
麗
な
る
歌
人
の
母
親
蘭
子
と
の

生
活
に
息
づ
ま
り
を
感
じ
、
米
国
系
海
運
会
社
の
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
に
勤

め
に
で
る
こ
と
に
し
た
。

あ
る
夜
、
ボ
ス
の
ヒ
ギ
ン
ズ
氏
が
、
異
国
の
夜
の
つ
れ
づ
れ
に
佳
を

誘
っ
た
。
酔
っ
た
佳
と
ヒ
ギ
ン
ズ
氏
を
街
角
で
待
ち
う
け
て
い
た
占
い

の
老
婆
は
、
今
夜
は
当
面
、
西
に
向
う
な
、
と
佳
に
言
い
き
っ
た
。

「
レ
ッ
ッ
・
ゴ
オ
・
ウ
ェ
ス
ト
（
西
へ
行
こ
う
）
″
」

二
人
は
、
騒
音
に
み
ち
た
通
り
を
ど
ん
ど
ん
歩
い
た
。
西
へ
／

西
へ
″

二
人
が
歩
く
両
脇
か
ら
突
然
ぬ
く
ぬ
く
と
立
ち
あ
が
り
、
頭
上

の
空
を
原
色
に
染
め
あ
げ
る
複
雑
に
も
つ
れ
あ
っ
た
ネ
オ
ン
の
糸

そ
れ
は
、
天
に
ひ
そ
む
巨
大
な
毒
グ
モ
が
た
ん
ね
ん
に
張
り
め
ぐ

ら
し
た
絢
燭
と
し
た
巣
に
似
て
い
る
。
ひ
し
め
く
家
々
は
、
よ
く

繁
茂
し
た
原
始
林
の
樹
木
を
連
想
さ
せ
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
歩
道

を
た
え
ま
な
く
疾
走
し
、
同
じ
よ
う
に
西
に
急
ぐ
乗
用
車
の
群
れ

は
、
都
市
の
密
林
に
突
如
お
こ
っ
た
獣
た
ち
の
パ
ー
ー
ッ
ク
で
あ
る

「
ゴ
オ
・
ウ
ェ
ス
ト
″
》
」

酒
の
酔
い
が
日
常
生
活
の
な
か
で
束
縛
さ
れ
て
い
た
き
ゅ
う
く

つ
な
心
を
、
完
全
に
解
き
は
な
っ
て
い
た
。

密
林
を
賊
属
す
る
太
古
の
原
人
さ
な
が
ら
、
ヒ
ギ
ン
ズ
氏
は
時

口
連
載
小
説
６

キ
洲
冊
ノ
シ
タ
ン
の
菓

小
山
牧
子

え
。
石
阪
春
生

呪

Sjo,にＡ〈偶し

ど
き
い
た
っ
て
人
間
ら
し
く
な
い
蛮
声
を
あ
げ
、
赤
信
号
を
無
視

し
て
横
断
歩
道
を
か
け
わ
た
る
。
そ
う
ぞ
う
し
く
警
笛
を
な
ら
し

怒
り
の
感
情
を
む
き
だ
し
に
し
て
急
停
車
す
る
獣
た
ち
。

佳
を
縛
る
く
さ
り
も
ま
た
、
す
べ
て
解
き
は
な
た
れ
て
い
た
。

下
山
手
か
ら
県
庁
前
へ
ｌ
、
街
路
樹
の
若
葉
の
匂
い
が
生
々

し
い
木
の
体
臭
と
な
っ
て
、
佳
の
鼻
口
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
。
と
、

佳
は
突
然
む
く
む
く
と
自
分
の
身
体
が
伸
び
だ
し
て
ゆ
く
奇
妙
な

錯
覚
に
と
ら
え
ら
れ
る
。
い
つ
か
佳
は
、
岩
の
よ
う
に
か
た
い
筋

肉
が
こ
ぶ
こ
ぶ
と
盛
り
あ
が
る
褐
色
の
原
人
の
姿
に
変
身
し
た
ら

し
い
の
で
あ
る
。
・

空
に
か
か
る
毒
グ
モ
の
巣
に
似
た
ネ
オ
ン
の
糸
は
、
長
い
不
器

用
な
手
を
あ
げ
て
は
ら
い
の
け
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
灯
り
を
と
も

し
た
ビ
ル
の
窓
た
ち
は
、
よ
く
熟
し
た
果
実
、
佳
の
腕
が
た
め
ら

い
な
く
伸
び
て
、
そ
れ
ら
の
果
実
を
ち
ぎ
り
取
り
噛
み
す
て
る
。

１

１１６
１

／
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「
行
こ
う
／
、
西
へ
行
こ
う
″
」

中
山
手
か
ら
大
倉
山
、
楠
六
交
差
点
へ
。
街
路
樹
に
縁
ど
ら
れ

た
歩
道
は
、
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い
る
。

が
、
歩
い
て
ゆ
く
う
ち
に
、
佳
の
身
体
を
熱
く
し
て
い
た
酒
精

は
、
少
し
ず
つ
放
散
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
時
間
と
た
た
な
い
う
ち

に
、
素
裸
で
密
林
を
の
し
歩
く
原
人
の
奔
放
な
心
は
佳
の
う
ち
で

な
え
、
再
び
あ
の
現
代
社
会
の
一
員
、
複
雑
な
機
械
の
一
部
品
に

す
ぎ
ぬ
常
識
人
の
が
ん
じ
が
ら
め
の
心
が
も
ど
っ
て
き
た
。

ア
ル
コ
ー
ル
が
も
た
ら
す
昂
揚
の
あ
と
に
、
と
も
す
れ
ば
お
と

ず
れ
る
白
々
と
し
た
興
ざ
め
な
気
分
。

湊
川
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
抜
け
た
時
、
佳
は
二
人
が
む
き
に
な
っ

湊
川
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
抜
け
た
時
、
手

て
い
る
理
由
さ
え
思
い
だ
す
の
に
苦
労

す
る
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

蒼
白
な
顔
で
立
ち
あ
が
り
、
遠
去
か

る
佳
た
ち
を
見
送
っ
て
い
た
易
の
老
婆

の
顔
は
、
再
び
佳
の
脳
裏
に
よ
み
が
え

る
こ
と
は
な
い
。
深
い
亀
裂
の
よ
う
な

雛
を
刻
ん
だ
老
婆
の
顔
は
、
幼
い
頃
に

読
み
あ
さ
っ
た
童
話
の
絵
本
の
中
の
ひ

と
こ
ま
と
同
じ
よ
う
に
、
記
憶
の
底
に

う
ず
め
ら
れ
て
い
る
。

す
で
に
人
通
り
が
絶
え
た
交
差
点
で

は
、
海
か
ら
山
に
な
ま
ぬ
る
い
風
が
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
の
大
通
り
を
は
い
の
ぼ
り
、
街
灯
が
孤
独
な
光
り
の

輪
を
路
面
に
投
げ
て
い
る
。

で
、
信
号
灯
の
灯
の
色
が
青
に
変
る
の
を
待
ち
な
が
ら
、
佳
は

鼻
白
ん
だ
表
情
で
、
丈
高
い
ヒ
ギ
ン
ズ
氏
を
見
あ
げ
て
い
っ
て
み

た
。「

我
々
は
、
さ
ら
に
西
に
む
か
っ
て
歩
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

か
？
」す

る
と
、
こ
の
異
国
人
は
両
肩
を
大
仰
に
す
く
め
答
え
る
の
で

あ
る
９

「
ア
イ
・
ド
ン
・
ノ
オ
…
…
」

ヒ
ギ
ン
ズ
氏
の
酔
い
も
完
全
に
さ
め
て
、
し
ら
ふ
の
彼
は
何
に

１
１１７
１

も
ま
し
て
女
性
を
鄭
重
に
あ
つ
か
う
例
の
西
欧
の
男
た
ち
の
習
性

を
も
取
り
も
ど
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
し
か
し
、
私
は
ケ
イ
が
少
し
休
ん
だ
方
が
い
い
と
思
う
」

「
わ
た
し
も
そ
れ
を
願
う
…
…
」

腕
を
組
み
あ
っ
て
交
差
点
を
わ
た
り
、
二
人
に
ふ
さ
わ
し
い
テ

ィ
ー
。
ル
ー
ム
を
さ
が
し
た
が
見
あ
た
ら
ぬ
ま
ま
に
、
幾
つ
目
か

の
街
角
を
北
側
に
曲
っ
た
。

そ
こ
は
上
沢
通
り
で
あ
る
。

通
り
に
ひ
し
め
き
な
ら
ぶ
民
家
の
灯
は
ほ
と
ん
ど
消
え
て
い
た

け
れ
ど
、
そ
の
一
角
に
は
場
末
と
い
っ
た
雰
囲
気
が
た
だ
よ
っ
て

佳
は
、
う
ら
ぶ
れ
た
静
か
さ
の
底
か
ら
、
生
活
の
騒
音
ら
し
い
奇

佳
は
見
た
と
思
っ
た
。

「
特
に
古
い
テ
ン
プ
ル
（
寺
院
）
は
い
い
」

ヒ
ギ
ン
ズ
氏
は
、
足
早
や
に
寺
の
門
に
近
ず
い
て
ゆ
き
、

「
ヘ
イ
、
ケ
イ
。
も
し
ユ
ウ
が
少
し
遅
く
な
っ
て
も
か
ま
わ
な
い

な
ら
ば
、
私
は
こ
の
テ
ン
プ
ル
（
寺
院
）
を
訪
問
し
た
い
と
思
う

が
…
…
」

「
イ
ヤ
ア
、
ミ
ス
タ
ー
・
ヒ
ギ
ン
ズ
・
ネ
バ
ー
。
マ
イ
ン
（
か
ま

わ
な
い
）
」

佳
は
、
ヒ
ギ
ン
ズ
氏
に
つ
い
て
門
を
く
ぐ
っ
た
。

荒
廃
し
つ
く
し
た
褐
色
の
堂
宇
は
、
骸
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
同

じ
よ
う
に
古
び
て
い
る
が
庫
裡
ら
し
い
平
家
の
建
物
の
奥
に
、
た

だ
一
つ
奇
妙
に
赤
い
灯
が
ぽ
つ
ん
と
灯
っ
て
い
、
風
も
な
い
の
に

か
さ
の
底
か
ら
、
生
活
の
騒
音
ら
し
い
奇

妙
な
ざ
わ
め
き
が
響
い
て
く
る
の
を
聞
い

た
と
思
っ
た
。

失
望
し
、
引
返
そ
う
と
し
て
立
ち
ど
ま

っ
た
二
人
の
右
手
に
古
い
寺
が
あ
る
。
石

の
碑
に
浄
土
宗
願
成
寺
と
彫
ら
れ
て
い
る

そ
の
寺
の
風
化
し
た
半
開
き
の
門
に
視

線
を
投
げ
な
が
ら
、

「
日
本
の
テ
ン
プ
ル
（
寺
院
）
に
私
は
非

常
な
イ
ン
タ
レ
ス
ト
（
興
味
）
を
持
つ
」

つ
ぶ
や
く
よ
う
に
語
る
ヒ
ギ
ン
ズ
氏
の

目
に
、
強
い
理
智
の
光
り
が
宿
る
の
を
、
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- 戸

堂
宇
の
正
面
に
張
ら
れ
た
障
子
の
破
れ
紙
が
、
は
た
は
た
し
て
い

る
。「

ヘ
イ
、
ケ
イ
。
こ
れ
は
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
ハ
ー
ン
の
世
界
で
あ

る
と
私
は
思
う
が
…
…
」

あ
た
り
を
見
ま
わ
し
な
が
ら
、
ヒ
ギ
ン
ズ
氏
が
い
う
。

「
わ
た
し
も
そ
う
思
う
」

や
が
て
、
ヒ
ギ
ン
ズ
氏
の
目
は
、
寺
の
荒
れ
た
土
塀
の
一
角
に

小
さ
く
あ
け
ら
れ
た
く
ぐ
り
戸
を
見
つ
け
た
。
こ
の
木
戸
も
半
開

き
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
。

「
あ
れ
は
？
」

ヒ
ギ
ン
ズ
氏
は
、
す
ぐ
に
好
奇
心
を
む
き
だ
し
に
す
る
た
ち
の

男
だ
。

「
わ
た
し
は
、
た
ぶ
ん
そ
の
奥
に
墓
が
あ
る
と
思
う
が
：
…
・
」

佳
が
予
測
し
た
通
り
、
木
戸
の
む
こ
う
は
墓
地
に
な
っ
て
い
た

足
を
ふ
み
入
れ
る
佳
の
記
憶
の
底
か
ら
、
一
瞬
、
あ
の
易
の
老
婆

の
薄
気
味
悪
い
顔
が
お
き
あ
が
っ
た
。
が
、
そ
の
顔
を
冗
談
と
し

て
打
消
す
よ
う
に
わ
ざ
と
快
活
な
口
調
で
、

「
ミ
ス
タ
ー
・
ヒ
ギ
ン
ズ
、
気
を
つ
け
て
下
さ
ァ
い
。
悪
魔
は
こ

ん
な
と
こ
ろ
に
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
で
す
」

「
ふ
む
、
ふ
む
。
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
ラ
フ
カ
デ
イ
オ
・
ハ
ー
ン

の
世
界
で
あ
る
」

ヒ
ギ
ン
ズ
氏
は
、
大
満
悦
で
あ
っ
た
。

闇
の
中
に
ひ
し
め
く
墓
石
の
群
れ
に
は
、
寺
の
建
物
が
も
つ
ほ

ど
の
荒
廃
の
色
は
な
い
。
石
た
ち
は
、
人
間
や
建
物
が
も
つ
よ
り

は
、
は
る
か
に
長
い
生
命
の
時
間
を
寡
黙
に
う
ず
く
ま
っ
た
姿
勢

で
た
え
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
ろ
う
。
地
底
か
ら
ニ
ョ

キ
ー
ー
ョ
キ
と
生
え
だ
し
た
か
と
思
え
る
石
の
群
れ
は
、
闇
で
さ
え

も
は
ね
返
し
、
そ
れ
自
身
の
力
で
白
く
冴
え
ざ
え
と
輝
い
て
い
る

で
は
な
い
か
。

石
の
も
つ
堅
牢
さ
と
量
感
に
気
押
さ
れ
た
た
め
か
、
二
人
は
奇

妙
に
む
っ
つ
り
と
黙
り
こ
み
、
墓
碑
を
ぬ
っ
て
歩
い
て
い
っ
た
。

墓
地
を
ひ
と
め
ぐ
り
し
、
再
び
土
塀
近
く
に
帰
っ
て
き
た
時
で

あ
っ
た
。
佳
は
、
苔
む
し
た
小
さ
な
石
碑
の
よ
こ
に
う
ず
く
ま
る

人
間
ら
し
い
形
を
見
て
胸
然
と
し
て
立
止
ま
っ
た
。
手
は
、
し
っ

凸

か
り
と
ヒ
ギ
ン
ズ
氏
の
骨
っ
ぽ
く
大
き
な
手
を
に
ぎ
っ
て
い
る
。

佳
た
ち
が
近
ず
い
た
の
を
知
っ
て
か
、
黒
い
塊
ま
り
に
似
た
人

は
顔
を
あ
げ
、
二
人
を
見
た
よ
う
で
あ
る
。
が
、
細
部
の
姿
は
、

闇
が
か
く
し
て
い
る
Ｃ

「
墓
場
に
、
悪
魔
は
お
ら
ぬ
よ
…
…
」

先
に
語
り
か
け
て
く
る
そ
の
声
は
、
男
の
、
そ
れ
も
老
人
の
も

の
で
あ
っ
た
。

キ
モ
が
冷
え
る
ｌ
、
ま
っ
た
く
そ
う
表
現
す
る
に
ぴ
っ
た
り

の
不
気
味
さ
を
味
わ
っ
た
佳
で
あ
っ
た
が
、
老
人
の
意
外
に
暖
か

い
声
に
、
心
が
な
ど
ん
だ
。

「
ふ
む
。
ま
っ
た
く
こ
れ
も
、
ま
さ
し
く
ラ
フ
カ
デ
イ
オ
・
ハ
ー

ン
の
世
界
で
あ
る
」

老
人
の
出
現
を
む
し
ろ
喜
ん
で
い
る
ら
し
い
ヒ
ギ
ン
ズ
氏
に
、

「
ノ
オ
、
私
は
、
そ
う
は
思
わ
な
い
」

老
人
は
、
た
い
そ
う
流
暢
な
英
語
で
応
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

「
ハ
ー
ン
は
、
常
に
現
実
か
ら
逃
が
れ
、
非
現
実
の
美
の
世
界
に

お
ぼ
れ
こ
む
に
と
ど
ま
っ
た
。
日
本
に
心
を
傾
け
た
の
も
逃
避
。

彼
に
と
っ
て
は
、
逃
避
以
外
の
す
べ
て
が
ナ
ッ
シ
ン
グ
で
あ
る
。

悪
霊
や
霊
魂
に
つ
い
て
語
る
こ
と
す
ら
、
そ
れ
は
単
に
現
実
社
会

に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
男
の
甘
っ
た
れ
た
夢
想
に
過
ぎ
な
か

っ
た
と
、
私
は
考
え
る
」

闇
を
す
か
し
て
、
語
り
手
の
老
人
ら
し
く
な
い
鋼
の
よ
う
に
強

靭
そ
う
で
し
な
や
か
な
肢
体
が
く
っ
き
り
と
立
ち
あ
が
っ
て
い
る

「
そ
れ
に
反
し
て
、
こ
の
石
を
見
よ
」

老
人
が
指
さ
し
た
石
は
、
何
の
変
哲
も
な
い
粗
悪
な
石
灯
篭
と

い
う
形
で
そ
こ
に
あ
っ
た
。

「
こ
の
石
碑
に
は
、
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
墓
と
い
う
伝
説
が
あ

る
。
こ
こ
に
坐
っ
て
、
そ
っ
と
こ
の
目
だ
た
い
石
の
肌
を
な
ぜ
て

み
る
。
す
る
と
、
私
の
耳
に
、
何
万
と
い
う
人
間
の
暗
い
う
め
き

が
響
い
て
く
る
の
だ
。
お
の
れ
自
身
が
う
ち
に
も
つ
罪
悪
、
業
の

深
さ
に
お
の
の
き
、
禁
制
を
破
っ
て
そ
っ
と
石
の
内
側
に
ク
ル
ス

の
像
を
刻
み
こ
み
、
祈
り
に
祈
っ
た
弱
い
人
間
た
ち
の
嘆
き
や
悲

し
み
が
、
私
の
耳
に
響
い
て
く
る
。
彼
ら
は
、
決
し
て
逃
げ
た
の

で
は
な
い
。
生
の
季
節
と
い
う
暗
い
悲
し
み
に
み
ち
た
沼
の
底
か

何

１
１１８
１
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１
１１９
１

ら
、
高
く
高
く
天
に
手
を
さ
し
の
べ
神
を
求
め
た
。
お
の
れ
の
う

ち
に
あ
る
罪
か
ら
、
一
瞬
た
り
と
も
疑
視
の
目
を
は
な
そ
う
と
は

し
な
か
っ
た
」

「
で
は
、
こ
れ
は
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
遺
跡
…
…
」

佳
の
つ
ぶ
や
き
に
、

「
そ
う
で
す
よ
、
お
嬢
さ
ん
…
…
」

老
人
は
柔
和
な
ま
な
ざ
し
を
佳
に
む
け
る
。

「
こ
の
石
を
刻
ん
だ
人
間
の
悲
し
み
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
あ

ん
た
は
ま
だ
ま
だ
若
す
ぎ
る
」

寺
と
墓
を
と
り
ま
く
星
の
あ
る
丸
い
空
の
縁
は
、
な
お
も
さ
ま

ざ
ま
な
電
飾
の
灯
が
さ
ざ
め
く
遠
い
街
の
灯
の
ほ
て
り
で
、
オ
ー

ロ
ラ
の
よ
う
に
燃
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
佳
た
ち
が
た
た
ず
む
墓

地
の
一
角
だ
け
が
深
い
竪
穴
の
底
に
い
る
よ
う
に
暗
く
か
げ
っ
て

い
る
。老

人
は
、
先
に
立
っ
て
墓
地
を
で
な
が
ら
、
佳
に
い
っ
た
。

「
も
う
遅
い
。
…
：
。
若
い
娘
が
街
を
う
ろ
つ
く
の
に
は
、
ず
い
ぶ

ん
遅
い
時
間
だ
と
思
う
が
：
：
：
」

佳
は
、
母
の
蘭
子
に
対
し
て
は
決
し
て
も
た
ぬ
従
順
な
心
で
、

こ
の
老
人
に
う
な
ず
く
の
で
あ
っ
た
が
…
…
。

ヒ
ギ
ン
ズ
氏
に
車
で
送
ら
れ
、
佳
が
家
に
帰
り
つ
い
た
時
、
時

刻
は
す
で
に
午
前
一
時
近
く
に
な
っ
て
い
た
。

娘
を
待
つ
簡
子
の
意
志
で
あ
る
の
か
、
明
る
い
灯
が
と
も
る
ロ

ビ
イ
に
あ
が
っ
た
時
、
佳
は
、
テ
ー
ブ
ル
に
置
か
れ
た
古
い
鳥
篭

の
？
こ
の
烏
…
…
」

「
九
官
鳥
よ
・
脇
坂
先
生
の
奥
様
が
と
ど
け
て
下
さ
っ
た
の
。
こ

の
鳥
は
、
う
ち
で
飼
わ
れ
る
の
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
ん
だ
っ
て
。

奥
様
と
て
も
恐
ろ
し
い
顔
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
わ
」

「
ま
あ
…
…
」

佳
の
心
が
、
暗
潅
と
し
た
色
に
か
げ
っ
た
。

鳥
篭
に
近
ず
い
た
佳
の
気
配
で
、
鳥
は
驚
ろ
い
た
よ
う
に
身
じ

ろ
ぎ
、
に
ぶ
く
動
き
は
じ
め
た
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
の
羽
根
が
緑
青

に
光
る
、
女
の
濡
れ
髪
の
よ
う
に
つ
や
や
か
な
黒
い
羽
根
に
お
お

わ
れ
た
烏
だ
。

「
カ
ラ
ス
の
子
み
た
い
ね
え
、
九
官
烏
っ
て
。
で
も
、
な
ん
だ
か

気
味
の
悪
い
烏
だ
わ
」

佳
が
鳥
篭
の
そ
ば
を
は
な
れ
よ
う
と
し
た
時
で
あ
る
。
急
に
あ

わ
た
だ
し
く
羽
ば
た
い
た
鳥
が
、
老
婆
の
よ
う
に
し
わ
が
れ
た
声

で
し
ゃ
べ
り
た
て
た
。

「
ラ
ン
コ
、
ラ
ン
コ
オ
ノ
．
キ
ッ
ト
カ
エ
ッ
テ
ク
ル
、
ラ
ン
コ

オ
ノ
・
」惜

然
と
し
て
見
た
簡
子
の
顔
は
、
蒼
白
に
な
っ
て
い
る
。

「
マ
ッ
ト
ル
ン
ヤ
ゾ
オ
、
ラ
ン
コ
、
ラ
ン
コ
、
ラ
ン
コ
…
…
」

老
婆
の
声
と
聞
こ
え
た
九
官
鳥
の
し
わ
が
れ
た
声
は
、
ど
こ
か

あ
の
安
酒
で
声
帯
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
脇
坂
紫
峰
の
に
ご
り
声

と
も
聞
き
と
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
八
つ
づ
く
Ｖ

に
い
ち
早
く
目
を
と

め
た
。
中
に
漆
黒
の

烏
が
一
羽
、
不
安
そ

う
に
羽
根
を
ふ
る
わ

せ
て
い
る
。

「
ケ
イ
、
心
配
し
て

い
た
の
よ
」

眠
た
げ
な
気
配
も

見
せ
ぬ
闇
子
に
迎
え

ら
れ
、

「
マ
マ
ど
う
し
た
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j ｒ

宙

。

籍

ＭｒｂＫｅｎｔ

ｃａｍｅｔｏＫｏｂｅ
流行に左右されない
本来のオシャレ
それがK e n t です
シックな

スコッチ風の店舗
それがFunaklyaです

砿e E 園ｔｓｈｏｐ

調圃僧冒I歴
元町３ＴＥＬ< 3 2 ＞０３５６

高級紳士服専門店

神戸テーラー

瀞雲Ⅱ織縦
2銭毒

鍵蕊蕊議議籍蕊

蕊鱗議鍵 珠ｇ母丑弔

さ んちかメンズタウン
生田区北長狭通2 ( 阪急西口）

T E L ⑲O 3 8 8
TEL⑬2817.3173

ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれをノ

三恵洋服店
元町４丁目ＴＥＬ⑭７２９０

ＭＥＮ, ＳＳＨＯＰ

ｾﾝｼﾕ'fＩ

ダンディガイズだけ
語りあえる店. ノ

紳士服飾専門店

干鯉塵
元町店ＴＥＬ3 4 - 6 9 5 9
メトロ店ＴＥＬ3 4 - - 0 5 5 0

1２０
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神戸市葺合区御幸通八丁目九ノー（三宮駅前）
神戸国際会館内ＴＥＬ（2 2 ）８１６１．（2 3 ）２５７０

‐~ｑ

新 装開店 太田龍甲店

確実正札完全冷暖房
静かに品選びの出来る店

神戸三宮センター街ＴＥＬ（3 9 ）０２５６

美しさを保つ
スポーツに

美容に
科学が生んだ

コンタクトレンズ
日本コンタクトレンズ協会会員くつ甲美術品とアクセサリーの専門店
国際コンタクトレンズ研究所

売

創業鯛瀧や蒋

蕊蕊物の山下
古い老舗に蒲卯セ城

元町４丁目ＴＥＬ⑬６１９５

サイズ

121

、ご峰幾 』

諺
お
も
ち
ゃ
の
カ
メ
ヤ

三
宮
方
面
で
の
お
買
物
は
・
・
・
…

さ
ん
ら
か
店
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
ウ
ン
⑬
４
０
４
５

三
宮
店
セ
ン
タ
ー
街
大
洋
劇
場
東
隣
⑪
４
９
６
９

元
町
方
面
で
の
お
買
物
は
．
．
…
．

元
町
店
元
町
通
３
丁
目
山
側
⑬
０
０
９
０

バ
ン
ブ
ウ
店
元
町
通
１
丁
目
不
二
家
前
⑬
０
７
６
８
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営業時間
Ａ､ Ｍ、１１．３０～Ｐ. Ｍ、９．

TEL(078)３９生田新道ビル地階

東門筋中島ビル２ＦＴＥＬ３９－３３２９

イお

く妄す
らし

生田区北長狭通１丁目２５－１

本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
東

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑬
５
７
７
２

５
６
７
４

（
毎
週
水
曜
日
休
み
）

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑲
５
２
３
３

禁
漁

や
っ
ぱ
り
う
ま
い

む
さ
し
の
と
ん
か
つ

スタンド

クラブガシデ､ ﾆ ァ

｜
』
一
一
』
一
一
一
】
一
画

癖･一
鼎鵬
擬感

薮
》

で
ん
わ
．
詔
’
三
七
七
一

羽
’
○
六
三
四

記
’
○
六
三
五

③ 墨f_謹
霊曇
３９．８８１２

嘉差力舞 1２２
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裟
懲
哩

溌
蕊
通
語

溌
溌
難
臓
熱
卦
Ｕ
三
一
神
仙
閣
一

酔
怪
碑
準
渉
詞
需
錘
討
手
雪
》

一
雫
》

｜
・
．
》
至
啄

．
｜
恒

・
’
一
一

判
洲
「
一

Ｎ
一

殖
炉
一

生
一
田
安

’
一 目一W 雛鱗一画〒1 | 阪神芦屋駅Ｉ’…‘銅＝､ ；＝…ｑ甲』

普

『 可

Ⅱ
町
亜
■

「
毒
呼

スナック

カクタス
神戸三宮農業会館西上る

東洋ビル１ＦＴＥＬ３３－３１５３

Ｃａｆｅ＆ｒｅｓｔ

ペンギン
芦屋市公光町７－１０Ｂ－１０１
日生不動産阪神芦屋ビル地下
ＴＥＬＯ７９７（31）２７１０

ＤＲｌＮＫｌＮＧ

』Ｌ

☆「ペンギン」ガ６ガツ1 0 力ゴゴ６ジオープンシマシタ。ハンシン
アシヤキタガワ５０メートルヤヤオクマッタトコロアナタトア
ナタノタメニデザインシダ「ペンギン｣ 。
エイギョージカンワゴゴ７ジカラゴゼン３ジマデ。
ダイイチダイサンスイヨウビワヤスマセテイタダキマス。
こんな案内状が舞いこんだ。甲南から芦屋、西宮にかけて遊ぶ若者たち
と、三宮界隈で遊ぶ若者たちとは、どこか違うところがある。芦屋のハイ
ムードの夜を憩う貴重なスペースが、このc a f さ＆ｒｅ農t 、‘‘ペンギン，’で
ある。ミラーとコードペンダントが、静かなたたずまいの中のカフエコー
ナーの雰囲気をあらわしている。
芦屋で遊ぶ、芦屋で飲む、そのイメージを十分に楽しませてくれるのが
この‘‘ペンギン，’である。

O 幽遡地下ペンギン
－１１

神
仙
閣

商
店
街

123
11

本
町
通
り

芦冨義
,’
日生不動産ビル
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曲
線
ハ
イ
ウ
ェ
イ

声

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
愛
し
あ
う
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
。
そ
ん
な

魂
胆
で
、
多
木
も
、
康
子
を
こ
こ
へ
誘
い
こ
ん
だ
の
で
は
な
か
っ

た
。
今
夜
は
、
山
中
湖
の
Ｍ
ホ
テ
ル
に
予
約
を
と
っ
て
あ
っ
た
。

だ
が
、
こ
こ
は
無
人
の
高
原
で
あ
っ
た
。
カ
ヤ
の
茂
み
と
、
夜

の
闇
が
、
車
の
姿
を
消
し
て
く
れ
て
い
た
。

二
人
は
、
雄
大
な
富
士
の
裾
野
に
、
す
っ
ぽ
り
と
抱
き
こ
ま
れ

て
い
た
。
こ
の
富
士
も
、
こ
の
夜
の
し
じ
ま
も
、
こ
の
あ
わ
い
月

の
光
も
、
す
べ
て
は
二
人
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
大
自
然
の
な
か
に
溶
け
こ
ん
で
、
原
始
に
か
え
っ
た
男
と

女
の
よ
う
に
、
心
ゆ
く
ま
で
愛
し
あ
う
。
世
俗
の
巷
で
は
味
わ
え

な
い
。
そ
れ
は
、
恋
の
最
高
の
悦
び
の
よ
う
に
思
え
る
。

多
木
は
、
康
子
を
横
抱
き
に
し
て
、
唇
を
重
ね
た
ま
ま
、
手
は

自
然
と
、
彼
女
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
の
わ
き
の
ボ
タ
ン
に
の
び
て
い
た

康
子
は
、
一
瞬
、
た
じ
ろ
い
だ
。
車
の
な
か
で
愛
し
あ
う
な
ど

武
田
繁
太
郎

え
・
横
塚
繁

連
載
小
説
八
９
Ｖ

ハ
ー
ド
ト
ッ
プ
を
駆
っ
て
の
ド
ラ
イ
ブ
に
暮
色
が
漂
い
は
じ
め
た
頃
、
多
木
は

☆
あ
ら
す
じ
浜
名
湖
北
岸
の
小
さ
な
岬
の
う
え
に
建
て
ら
れ
た
浜
名
湖
サ
ー

１
１２４
１

康
子
と
と
も
に
館
山
寺
湖
畔
の
ホ
テ
ル
に
入
る
。

ほ
の
か
な
月
明
り
に
、
遠
く
の
湖
面
が
ぼ
ん
や
り
と
銀
色
に
光
る
中
で
、
康

子
は
．
ふ
っ
と
肩
で
秘
め
や
か
な
吐
息
を
も
ら
し
て
多
木
の
な
せ
る
ま
ま
に
崩

れ
て
い
っ
た
。
ふ
た
つ
の
身
体
は
快
楽
の
忘
我
に
浸
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
か
ら

十
日
ほ
ど
た
っ
た
日
の
朝
や
康
子
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
浜
名
湖

Ｓ
Ａ
で
逢
瀬
を
も
っ
た
多
木
と
康
子
は
、
朝
霧
高
原
へ
向
っ
た
。
疾
走
す
る
鋼

鉄
の
密
室
の
中
で
、
い
つ
か
二
人
は
た
が
い
の
身
体
を
よ
せ
あ
い
、
秀
麗
な
富

士
の
た
た
ず
ま
い
が
愛
の
炎
を
燃
え
上
ら
せ
た
。

戸
の
女
性
、
宇
津
康
子
を
知
る
。
黒
い
ル
ー
フ
レ
ザ
ー
に
黄
色
い
車
体
の
Ｍ
ｖ

ビ
ス
・
エ
リ
ア
で
、
多
木
洋
介
は
艶
の
あ
る
薄
い
小
麦
色
の
肌
を
し
た
若
い
神
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彼
女
に
は
経
験
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

だ
が
、
そ
ん
な
た
め
ら
い
も
、
す
ぐ
康
子
の
動
作
か
ら
消
え
た

彼
女
に
も
ま
た
、
こ
こ
で
愛
し
あ
う
こ
と
が
、
自
然
な
営
み
の
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
い
い
わ
。
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」

康
子
は
、
多
木
の
手
を
制
す
る
と
、
自
分
で
ス
ラ
ッ
ク
ス
を
脱

い
で
い
っ
た
。
身
体
を
く
ね
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
、
下
着
も
は
い

だ
。
薄
闇
の
な
か
で
、
多
木
も
ズ
ボ
ン
を
ず
ら
し
て
い
っ
た
。

狭
い
フ
ロ
ン
ト
・
シ
ー
ト
は
、
窮
屈
だ
っ
た
。
動
作
し
に
く
か

っ
た
。
だ
が
、
そ
の
こ
と
が
、
か
え
っ
て
、
一
種
焦
れ
る
よ
う
な

奇
妙
な
興
奮
を
、
二
人
の
あ
い
だ
に
醸
し
だ
さ
せ
て
い
た
。

「
お
い
で
」

多
木
は
、
自
分
の
膝
の
う
え
に
、
康
子
を
後
ろ
む
き
に
す
わ
ら

せ
た
。
ハ
ン
ド
ル
と
多
木
の
身
体
と
の
あ
い
だ
の
わ
ず
か
な
空
間

で
、
康
子
は
、
両
脚
を
い
つ
ぱ
い
に
ひ
ら
い
た
恰
好
に
な
っ
て
、

男
の
膝
の
う
え
に
身
体
を
お
と
し
て
い
っ
た
。

「
あ
あ
！
」

康
子
は
、
自
分
の
身
体
の
重
み
で
、
自
然
と
男
の
身
体
を
う
け

い
れ
な
が
ら
、
身
を
そ
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
、
か
す
か
な
聴
き
を

も
ら
し
た
。

両
の
手
は
、
身
体
の
真
下
か
ら
突
き
あ
げ
ら
れ
て
く
る
シ
ョ
ッ

ク
に
、
思
わ
ず
、
空
を
切
っ
た
が
、
も
が
い
た
す
え
に
触
れ
た
ハ

ン
ド
ル
を
、
夢
中
に
な
っ
て
握
り
し
め
て
い
た
。

多
木
は
、
背
後
か
ら
羽
交
い
じ
め
に
、
康
子
の
豊
か
に
も
り
あ

が
っ
た
胸
を
、
し
っ
か
り
と
抱
き
と
め
て
い
た
。

そ
の
こ
と
の
た
め
に
、
こ
の
運
転
席
が
設
計
さ
れ
て
で
も
あ
っ

た
よ
う
に
、
二
人
の
体
位
は
、
ハ
ン
ド
ル
と
シ
ー
ト
の
狭
い
空
間

に
、
そ
れ
な
り
に
ぴ
た
り
と
定
ま
っ
て
い
た
。

ち
か
ご
ろ
、
週
刊
誌
な
ど
で
、
さ
か
ん
に
カ
ー
セ
ッ
ク
ス
の
流

行
を
書
き
た
て
て
い
る
。
だ
が
、
い
っ
た
い
、
狭
つ
く
る
し
い
車

内
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
行
な
う
の
か
。
康
子
に
は
、
い
ま
は
じ

め
て
、
そ
の
体
位
の
ひ
と
つ
が
わ
か
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

末
知
な
も
の
に
た
い
す
る
好
奇
心
が
、
康
子
の
興
味
を
そ
そ
り

そ
れ
が
い
っ
そ
う
彼
女
の
官
能
を
刺
激
し
て
き
た
ら
し
い
。

両
手
で
握
っ
て
い
る
ハ
ン
ド
ル
が
支
え
に
な
っ
て
、
康
子
の
上

半
身
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
ら
れ
た
ピ
ス
ト
ン
の
よ
う
に
、
上
下

運
動
を
は
じ
め
て
い
た
。
誘
わ
れ
て
、
多
木
も
、
無
意
識
に
左
右

の
水
平
運
動
を
く
り
か
え
し
て
い
た
。

康
子
の
唇
か
ら
、
た
え
ま
な
い
坤
き
が
も
れ
て
い
た
。
欣
び
の

炎
が
、
も
う
彼
女
の
下
腹
部
で
燃
え
さ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ

た
。
そ
の
炎
に
、
み
ず
か
ら
あ
お
ら
れ
た
よ
う
に
、
康
子
の
動
き

は
、
い
ち
だ
ん
と
激
し
さ
を
ま
し
て
い
っ
た
。

多
木
も
、
熱
し
て
き
た
。
二
人
の
動
き
は
、
し
だ
い
に
鮮
烈
に

な
っ
て
い
く
。
ス
プ
リ
ン
グ
の
き
い
た
Ｍ
Ｖ
の
ボ
デ
ィ
は
、
二
人

の
動
き
に
あ
わ
せ
て
、
カ
ヤ
の
茂
み
の
う
え
で
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に

ゆ
れ
つ
づ
け
た
。
だ
が
、
忘
我
の
二
人
に
は
、
む
ろ
ん
、
そ
ん
な

車
の
き
し
み
な
ど
気
づ
け
な
か
っ
た
。

な
が
い
、
は
げ
し
い
愛
の
ま
じ
わ
り
の
は
て
、
康
子
の
胸
を
羽

交
い
じ
め
に
し
て
い
た
多
木
の
腕
に
、
満
身
の
ち
か
ら
が
こ
も
っ

て
き
た
。

一
瞬
、
も
だ
え
る
よ
う
に
多
木
は
ふ
る
え
、
そ
の
唇
か
ら
、
息

を
吸
い
こ
む
よ
う
な
声
に
は
な
ら
ぬ
叫
び
が
ほ
と
ば
し
っ
た
。

と
同
時
に
、
康
子
も
熱
っ
ぽ
い
吐
息
を
も
ら
し
、
彼
女
は
、
硬

直
し
た
よ
う
に
身
体
を
の
け
ぞ
ら
し
て
い
た
。

多
木
は
、
ヘ
ッ
ド
レ
ス
に
後
頭
部
を
あ
ず
け
た
ま
ま
、
し
ば
ら

く
は
、
激
情
の
余
韻
に
全
身
を
浸
ら
せ
て
い
っ
た
。
康
子
も
、
の

け
ぞ
っ
た
面
を
が
っ
く
り
お
と
し
、
ハ
ン
ド
ル
に
上
半
身
を
も
た

せ
か
け
て
い
た
。
そ
の
ま
ま
、
二
人
は
動
か
な
か
っ
た
。

車
窓
か
ら
は
、
ほ
の
じ
ろ
い
月
の
明
り
が
射
し
こ
ん
で
い
た
。

夜
の
無
人
の
高
原
で
、
一
一
人
の
営
み
を
知
っ
て
い
る
も
の
は
、
月

と
、
正
面
に
そ
び
え
た
つ
富
士
だ
け
だ
っ
た
。

や
が
て
、
多
木
は
、
ひ
っ
そ
り
と
し
た
声
で
言
っ
た
。

「
い
こ
う
か
」

「
》
え
一
え
」

康
子
も
、
夢
か
ら
さ
め
た
よ
う
な
声
で
う
な
づ
い
て
い
た
。

一
一
人
は
、
朝
霧
高
原
か
ら
、
富
士
五
湖
の
湖
畔
を
ぬ
っ
て
、
そ

の
夢
は
、
予
定
ど
お
り
、
山
中
湖
を
眼
下
に
み
お
ろ
す
丘
の
う
え

の
Ｍ
ホ
テ
ル
に
泊
っ
た
。
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一‐～室二こ－－､ ＞、
や‐し、←しここ一・ｰ

ホ
テ
ル
の
部
屋
で
ひ
と
や
す
み
し
て
、
一
階
の
パ
ー
に
で
か
け

た
と
き
に
は
、
若
い
一
一
人
に
は
、
朝
霧
高
原
の
カ
ヤ
の
茂
み
の
な

か
で
の
カ
ー
セ
ッ
ク
ス
の
余
情
は
、
も
う
さ
め
て
い
た
。

寝
酒
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
を
三
、
四
杯
あ
け
て
、
三
階
の
部
屋
に
ひ

き
あ
げ
る
と
、

「
お
い
で
」

多
木
は
、
康
子
を
抱
き
あ
げ
て
、
す
ぐ
ベ
ッ
ド
に
持
っ
て
い
っ

た
。
新
し
い
興
奮
が
、
彼
の
身
内
に
こ
み
あ
げ
て
い
た
。
康
子
も

あ
ら
が
わ
な
か
っ
た
。

多
木
は
、
自
分
の
手
で
康
子
の
着
て
い
る
も
の
を
剥
ぎ
と
る
と

自
分
も
手
早
く
脱
ぎ
、
た
が
い
に
あ
ら
わ
に
な
っ
た
身
体
を
か
ら

み
あ
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
、
康
子
を
愛
撫
し
た
。
彼
の
唇
は
、
そ

の
顔
か
ら
、
頚
か
ら
、
胸
か
ら
、
足
の
さ
き
ま
で
、
全
身
を
く
ま

な
く
ま
さ
ぐ
っ
て
い
っ
た
。
康
子
は
、
じ
っ
と
目
を
と
じ
た
ま
ま

男
に
身
体
を
あ
ず
け
て
い
た
。

車
の
な
か
の
営
み
に
も
、
そ
れ
な
り
の
よ
さ
は
あ
っ
た
。
だ
が

こ
う
し
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ベ
ッ
ド
の
う
え
で
の
営
み
に
は
、
や

は
り
、
し
っ
ぽ
り
と
身
体
の
芯
ま
で
ぬ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
よ
さ

が
あ
る
。

こ‐．ご－

～／

０

、／

､一戸一

二
人
の
身
体
は
、
十
分
に
熱
つ
し
き
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ひ
と
つ

に
な
っ
た
。
二
度
目
の
営
み
が
、
多
木
を
持
続
さ
せ
た
。
は
て
も

な
く
寄
せ
て
は
か
え
す
波
の
よ
う
な
男
の
動
き
が
、
う
け
い
れ
る

康
子
の
五
体
を
、
そ
の
官
能
の
波
間
に
溺
れ
さ
せ
た
。

い
つ
の
ま
に
か
、
康
子
の
口
か
ら
、
酔
い
痴
れ
た
よ
う
な
欣
び

の
声
が
、
も
れ
つ
づ
け
て
い
た
。
そ
の
反
応
が
、
多
木
の
興
奮
を

狂
気
し
た
よ
う
に
絶
頂
に
お
し
あ
げ
て
い
た
。

ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
二
人
の
身
体
は
、
完
全
に
融
け
あ
い
、

や
が
て
、
ほ
と
ば
し
る
鋭
い
叫
び
と
と
も
に
、
同
時
に
到
着
し
て

い
た
。な

が
い
余
震
の
あ
と
で
、
康
子
は
、
ま
だ
う
っ
と
り
と
目
を
と

ざ
し
た
ま
ま
、

「
ど
う
し
た
の
？
今
夜
の
あ
な
た
。
こ
の
あ
い
だ
と
は
、
く
つ

の
人
み
た
い
ｌ
」

と
、
不
思
議
そ
う
に
つ
ぶ
や
い
た
。

「
そ
り
ゃ
、
今
夜
の
君
が
、
ま
え
よ
り
も
ず
っ
と
す
ば
ら
し
か
っ

た
か
ら
さ
」

多
木
は
、
も
う
全
身
の
精
気
が
吸
い
と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う

な
思
い
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
今
夜
の
康
子
は
よ
く
燃
え
た
。

b凸

～～

一‐～室二こ－－､ ＞、
や‐し、←しここ一・ｰ

～／
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1２７

「
い
い
よ
。
ま
か
せ
て
お
け
よ
」

多
木
は
、
財
布
を
だ
し
か
け
た
が
、
康
子
は
、
そ
の
手
を
お
さ

え
て
言
っ
た
。

「
こ
ん
ど
は
、
あ
た
し
が
誘
っ
た
ん
だ
か
ら
、
あ
た
し
に
払
わ
せ

て
よ
」さ

す
が
に
、
多
木
は
、
む
っ
と
し
た
顔
に
な
っ
た
。

「
冗
談
じ
ゃ
な
い
よ
。
こ
っ
ち
か
ら
は
、
誘
い
の
電
話
も
か
け
ら

れ
な
い
ん
だ
ぜ
。
誘
っ
た
ほ
う
が
払
う
っ
て
言
う
ん
な
ら
、
じ
ゃ

電
話
番
号
を
お
し
え
る
よ
」

「
い
い
わ
。
そ
れ
な
ら
、
こ
ん
ど
か
ら
は
、
代
り
ば
ん
こ
に
払
っ

た
ら
ど
お
？
」

康
子
は
、
多
木
の
不
満
を
相
手
に
し
な
か
っ
た
。

な
ん
て
女
だ
ろ
う
？
と
、
多
木
は
首
を
か
し
げ
る
思
い
で
あ

る
Ｃ若

い
女
の
身
で
、
八
十
七
万
円
も
す
る
車
を
独
り
で
乗
り
ま
わ

し
て
い
る
。
そ
れ
で
、
デ
イ
ト
代
は
交
代
で
だ
し
あ
お
う
と
言
う

指
に
は
、
か
な
り
大
き
な
ダ
イ
ア
が
ひ
か
っ
て
い
た
。
持
ち
も
の

だ
っ
て
衣
裳
だ
っ
て
、
ま
ず
は
一
流
品
ば
か
り
で
あ
る
。

神
戸
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
娘
な
の
か
？
そ
れ
と
も
Ｉ
？
依
然

と
し
て
、
康
子
は
身
許
を
あ
か
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。八

つ
づ
く
Ｖ

そ
し
て
、
自
分
を
こ
れ
ほ
ど
燃
え
さ
せ
て
く
れ
た
女
も
、
い
ま
ま

で
に
い
な
か
っ
た
と
、
多
木
に
は
思
え
た
。

心
よ
い
疲
れ
が
、
多
木
の
睡
気
を
よ
ん
で
い
た
。

「
今
夜
は
、
ひ
と
晩
じ
ゅ
う
君
を
は
な
さ
な
い
よ
」

多
木
は
、
康
子
を
横
抱
き
に
抱
き
し
め
た
ま
ま
、
ふ
か
い
眠
り

に
お
ち
て
い
っ
た
。

翌
朝
は
、
十
時
ち
か
く
ま
で
、
二
人
と
も
、
ぐ
っ
す
り
と
眠
り

こ
け
た
Ｃ
目
を
さ
ま
す
と
、
窓
い
つ
ぱ
い
に
、
富
士
が
く
っ
き
り

と
浮
ん
で
み
え
た
。

「
今
日
は
、
つ
い
て
る
な
」

多
木
は
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た
面
持
ち
で
、
富
士
の
頂
き
の
あ
た

り
を
仰
い
だ
。
こ
ん
な
あ
ざ
や
か
な
富
士
を
み
ら
れ
る
日
は
、
こ

の
山
中
湖
で
も
、
そ
う
多
く
は
な
か
っ
た
。

「
昨
夜
の
富
士
と
は
、
ま
る
き
り
表
情
が
ち
が
っ
て
い
る
の
ね
。

こ
こ
か
ら
の
眺
め
も
、
す
て
き
だ
わ
」

康
子
も
、
窓
ぎ
わ
で
多
木
と
な
ら
ん
で
、
富
士
の
全
貌
を
た
ん

の
う
し
て
い
た
。
そ
の
面
に
は
、
も
う
昨
夜
の
快
楽
の
名
残
り
は

あ
と
か
た
も
な
か
っ
た
。

ホ
テ
ル
を
で
る
と
き
、
支
払
い
は
、
康
子
が
す
る
と
言
い
だ
し

た
。
館
山
寺
の
と
き
は
、
多
木
に
黙
っ
て
払
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
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色

』

安
部
正
夫

朝
比
奈
隆

浅
田
長
平

荒
木
晃

青
木
重
雄

砂
野
仁

乾
豊
彦

石
野
信
一

井
上
文
左
衛
門

石
野
成
明

榎
並
正
一

上
田
将
雄

牛
尾
吉
朗

岡
崎
真
一

緬
崎
伊
都
子忠

小
曽
根
真
造

小
野
一
夫

大
淵
ツ
ト
ム

金
井
元
彦

嘉
納
正
・
治

嘉
納
毅
六

柏
井
健
一

津
高
和
一

竹
馬
準
之
助

外
島
健
吉

直
木
太
一
郎

西
脇
親

中
巻
弘

中
西
勝

南
部
圭
三

野
沢
幸
二
郎

原
口
忠
次
郎

畑
専
一
郎

原
泰
良

深
水
惣
吉

福
冨
芳
美

松
井
高
男

宮
崎
辰
雄

宮
地
雲
二

村
上
正
二
郎

百
崎
辰
雄

若
杉
慧

山
口
泰
弘

行
吉
哉
女

神
戸
青
年
会
議
所

☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
毎
月
お
読
み
に
な
り

た
い
皆
さ
ま
、
ま
た
神
戸
を
離
れ
て
い
る

お
友
達
に
、
神
戸
の
香
り
を
お
と
ど
け
に

な
り
た
い
方
は
、
編
集
室
あ
て
に
お
申
込

み
下
さ
い
。
さ
っ
そ
く
お
送
り
し
ま
す
。

６
カ
月
分
六
五
○
円

１
年
分
一
三
○
○
円
（
送
料
共
）

☆
月
刊
神
戸
っ
子
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
、

神
戸
の
銘
店
に
は
、
お
客
さ
ま
へ
の
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
神
戸
っ
子
が
お
か
れ
て
い
ま

す
。☆

月
刊
の
神
戸
っ
子
を
お
買
求
め
の
時
に

は
左
の
本
屋
さ
ん
へ
ど
う
ぞ
。

コ
ウ
ベ
プ
ッ
ク
ス
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン

漢
口
堂
三
宮
店
京
町
筋

流
泉
書
房
セ
ン
タ
ー
街

文
洋
堂
新
聞
会
館
１
階

☆
毎
朝
５
時
釦
分
に
起
床
。
６
時
前
ベ
ラ

ン
ダ
に
出
ま
す
。
卵
ｌ
釦
羽
集
っ
て
く
る

雀
共
と
二
夫
婦
の
山
．
ハ
ト
。
そ
れ
に
我
家

の
犬
、
ネ
コ
に
朝
食
を
や
る
た
め
に
…
。

場
所
は
塩
屋
町
の
高
台
・
紀
淡
海
狭

淡
路
島
・
垂
水
の
平
磯
の
灯
台
も
見
え

ま
す
。
大
て
い
そ
の
頃
、
ま
る
で
海
上
自

衛
隊
の
魚
雷
艇
の
四
、
五
隻
も
迫
る
の
か

と
思
え
る
よ
う
な
諦
音
が
海
の
方
か
ら
聞

え
て
来
ま
す
。
そ
れ
か
ら
数
分
た
つ
と
や

っ
て
来
ま
し
た
。
証
音
の
主
、
こ
れ
が

〃
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
フ
ェ
リ
ー
″
で
す
。

神
戸
っ
子
８
月
誌
上
の
貴
女
の
〃
海
・

船
・
港
″
を
読
み
ま
し
た
。
〃
フ
ェ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
″
停
泊
中
の
船
は
静
か
で
い
い

で
す
ね
。
『
他
の
船
に
く
ら
べ
て
ハ
イ
ク

ラ
ス
な
フ
ン
イ
キ
で
娯
楽
室
や
サ
ロ
ン
が

発
行
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
い
た
だ
い
た
方
が
た

愛
読
者

サ
ロ
ン

少〃ハ

神
戸
っ
子
ご
あ
ん
な
い

お
か
め
狼
８

小
磯
良
平

小
林
芳
夫

小
泉
徳
一

小
林
秀
雄

上
林
英
一

後
藤
末
二

古
林
喜
楽

阪
本
勝

坂
口
千
雄

雀
部
昌
之
介

白
川
渥

新
谷
秀
雄

塩
路
義
孝

砂
田
重
民

角
南
猛
夫

竹
中
郁

滝
川
清
一

滝
川
勝
二

田
宮
虎
彦

田
村
孝
之
介

田
中
寛
次

田
中
健
一
郎

玉
井
操 ゴ

ー
カ
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
』
と
書
い
た

貴
女
、
一
度
航
行
中
の
フ
ェ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
の
音
の
感
じ
を
書
い
て
は
い
か
が
／
・

御
忙
が
し
い
で
し
ょ
う
が
、
一
度
乗
船
し

て
航
海
し
て
下
さ
い
。

決
し
て
決
し
て
、
私
は
フ
ェ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
に
う
ら
み
も
何
も
あ
り
ま
せ
ん
が
毎

朝
の
騒
音
が
気
に
成
る
の
で
つ
い
ペ
ン
を

と
り
ま
し
た
。
百
見
よ
り
一
聞
に
し
か
づ

と
は
誰
も
言
わ
な
か
っ
た
け
れ
ど
．
…
：
。

神
戸
市
垂
水
区
塩
屋
町
八
門
田
博
臣
Ｖ

☆
八
月
号
の
神
戸
っ
子
、
大
変
内
容
が
ゴ

ッ
ソ
リ
、
読
む
と
こ
ろ
多
く
あ
り
、
神
戸

が
い
か
に
よ
い
か
わ
か
り
ま
す
。
お
店
紹

介
で
「
菩
蔽
屋
」
「
ソ
ネ
」
「
花
屋
敷
」
を

見
て
、
行
っ
て
み
ま
し
た
。
ソ
ネ
は
、
ピ

ァ
ノ
ソ
ロ
を
聞
か
せ
て
く
れ
る
の
で
ア
ベ

ッ
ク
で
行
け
ば
グ
ー
ネ
。
ト
イ
レ
は
顔
が

お
ば
け
み
た
い
に
み
え
る
の
で
、
も
っ
と

自
分
が
き
れ
い
に
み
え
る
ト
イ
レ
の
方
が

安
心
で
あ
る
と
思
い
ま
－
す
。

今
度
の
デ
ー
ト
も
ま
た
、
神
戸
っ
子
を

片
手
に
彼
と
相
談
し
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な

店
へ
行
っ
て
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
葺
合
区
八
赤
松
奈
津
子
Ｖ

１
１２８
１

れ
肥
ゆ
る
の
秋
で
も
あ
る
。
ガ
ッ
カ
リ
…

◎

八
小
泉
美
喜
子
Ｖ

☆
見
舞
に
行
く
な
ら
ガ
ー
・
ヘ
ラ
が
よ
い
。

菊
科
の
多
年
草
で
観
賞
用
。
ま
さ
に
多
年

の
恋
も
き
く
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
感
傷
あ

ふ
れ
る
お
話
。
秋
は
美
し
い
も
の
が
、
さ

ら
に
透
徹
し
た
美
し
さ
を
持
っ
て
迫
る
季

節
。
観
賞
（
？
）
の
季
節
。
八
岡
本
邦
彦
Ｖ

☆
目
日
の
良
の
、
黒
涛
の
目
胃
３
重
．

坐
、
・
１
、
妬
．
、
・
１
？

渡
る
べ
き
多
く
の
河
の
う
ち
、
神
戸
っ
子

に
勤
め
て
、
早
一
年
、
こ
の
一
年
は
、
自

分
に
何
が
出
来
た
の
だ
ろ
う
。
秋
深
む
ｌ

の
ぐ
関
○
口
尋
四
ａ
…
…
八
こ
う
じ
。
Ｎ
Ｖ

★
次
の
よ
う
に
書
か
れ
ま
す
の
で
、
日
頃

か
ら
大
変
静
か
と
自
認
さ
れ
て
い
る
方
は

重
々
お
体
に
気
を
つ
け
て
／
骨
折
な
れ

ば
骨
に
な
る
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
、
う
る
め

い
わ
し
を
持
っ
て
見
舞
に
い
っ
た
人
も
い

る
と
か
、
ハ
テ
効
果
は
？
八
高
田
明
子
Ｖ

☆
骨
体
美
を
誇
る
カ
メ
ラ
マ
ン
の
藤
原
君

が
つ
い
に
、
美
骨
を
折
っ
て
し
ま
い
た
だ

今
入
院
中
ノ
ヶ
ン
カ
相
手
が
い
な
く
て
今

月
は
静
か
な
月
で
し
た
。
た
だ
今
私
、
下

宿
の
探
索
中
／
人
こ
い
ず
み
あ
き
こ
Ｖ

☆
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
に
も
秋
風
が
立
ち
初

め
ま
し
た
。
今
月
は
、
神
戸
と
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
を
テ
ー
マ
に
、
神
戸
の
土
地
に
ふ
さ

わ
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の
ゆ
く
え
を

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
追
求
し
て
み
ま
し

た
。
世
界
に
〃
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
″
の
ブ
ラ
ン
ド

で
通
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
心
強
い
こ
と

で
す
。
こ
の
先
人
の
残
し
た
い
い
イ
メ
ー

ジ
に
新
し
さ
を
プ
ラ
ス
し
て
、
よ
り
ハ
イ

プ
ロ
ウ
な
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
つ
く

り
だ
し
た
い
も
の
で
す
。
（
小
泉
康
夫
）

☆
つ
い
に
世
紀
の
エ
キ
ス
ポ
も
フ
ィ
ナ
ー

レ
で
す
。
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
チ
ェ

コ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
と
ひ

た
す
ら
世
界
の
た
べ
あ
る
き
。
取
材
を
か

ね
て
十
数
回
た
ず
ね
た
の
に
パ
ビ
リ
オ
ン

見
学
は
さ
っ
ぱ
り
。
そ
れ
に
し
て
も
ド
ウ

プ
リ
ー
（
チ
ェ
コ
語
で
お
い
し
い
）
忘
れ

ら
れ
ぬ
味
よ
／
人
々
よ
／
そ
し
て
わ

日
東
堂
大
丸
前

海
文
堂
元
町
通
３
丁
目

貿
易
セ
ン
タ
ー
店

宝
文
堂
元
町
通
５
丁
目

甲
南
堂
国
鉄
本
山
駅
北
口

宝
盛
館
阪
神
御
影
南
側

小
原
光
文
堂
国
鉄
住
吉
駅
北
口

隆
司
書
房
新
開
地
本
通
り

文
進
堂
書
店
垂
水
銀
座
通
り

木
村
書
店
明
石
市
桜
町

神
戸
書
林
板
宿
バ
ス
停
前

☆
月
刊
神
戸
っ
子
に
広
告
を
掲
載
を
ご
希

望
の
か
た
は
月
刊
神
戸
っ
子
編
集
室
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
神
戸
百
店
会
の
事
務
局
も
月
刊
神
戸
っ

子
編
集
室
内
に
あ
り
ま
す
。

編
集

後
記

神
戸
っ
子
Ｎ
ｏ
．
皿

☆
発
行
／
昭
和
妬
年
加
月
１
日

☆
編
集
・
発
行
／
小
泉
康
夫

☆
発
行
所
・
神
戸
っ
子
編
集
室

神
戸
市
葺
合
区
八
幡
通
５
ノ
卵

Ｋ
・
Ｅ
ビ
ル
４
階

電
話
⑳
７
０
３
７
．
８
０
７
２

頒
価
・
血
円

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



神 戸 、

のう
☆日本こ料理

し､も
三三阿なご寿司Ｆ引 辰

神戸市生田区元町通３－１８４
ＴＥＬ３３－３４３５

讃岐名代うどんあ－－や亭
神戸市葺合区旗塚通７－５

ＴＥＬ２３－６３００

〈 れなし、和食
神戸市生田区中山手通１－１－１１１

ＴＥＬ３３－０４９４

古 紋かつぼう

神戸市生田区花隈町４５
ＴＥＬ３４－０２４０

嬰 鵜準醗’ | 吾味酉
神戸市生田区北長狭通１の2 ０ＴＥＬ３３－３８４８

三宮さんちかダウンＴＥＬ３９－５３１９

る 里お茶? 責 ･ おむすび～、Ｐ３、
f 渦もの

神戸市生田区北長挟通２の１
ＴＥＬ３３－５５３５

た こ焼たち（さぎな
三南センター街( | 日柳筋）ＴＥＬ３３－０５７２

御 食事処め！まえ
生田区下山手通２丁目３１

ＴＥＬ３３－６７９２

料 亭大しま
葺合区熊内町６丁日３９の６
ＴＥＬ２２－１３６０．１９４５

害 リ烹章久重＝

生田区元Ⅲ』. 迎・２」~ 目８２
ＴＥＩ_ ‘３３－１９１５．３９－３３８５

☆西洋料王里
アボロンレストラン

ティーノ母一ラー
神戸市葺合区八幡通５丁目６

ＴＥＬ２５－３２３１
鹿 ｊＩＩくあら力、わ＞レストラン鹿鹿

神戸市生田区中山手２－９
ＴＥＬ２２－８５４７，２３－３３１５

純フランス料理ニエスカルゴ
神戸市生田区三宮町１－２２

三宮センター街裏ＴＥＬ 3 3 - 5 0 3 4

ブ ヮノレムク鋼リル
サノ ､ Ｒ一

神戸市生田区北長狭通３丁目５番土也
トーアロードアーバンビル２ド皆ＴＥＬ３９－４８０５

ん と １ドリンキングンキキン
レストラン男爵

神戸市生田区中山手１－１８
山手第一ビル１ＦＴＥＬ２４－０Ｚ７８

レ ストラン花屋敷
三‘富フラワーロード市役所前

ＴＥＬ２５－２１０９

鉄板グリル きやんと、る
神戸市生田区北長狭通２－２２

ＴＥＬ３３－１１８３

キングスアーームスレストラン

神戸市葺合区5 幾辺通４－６１
ＴＥＬ２２－３７７４

グ リノレケンズ
束店生田束門筋ＴＥＬ３９－０１５９
西店農業会館西下ル３９－３２１２

シャトー－ブリアンレストラン
．－上一

神戸市生田区斗上長３央通３丁目５番地
トアロードアーバンビル地階ＴＥＬ３３－２０５０

ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ & サラパーサン・ジュリアン
神戸市生田区栄町２丁目１１阪神元町駅西口浜側
ＴＥＬ（３３）９５３３ 1 0 0 米桜荘地下

グリル . 鉄板焼月
神戸市生田区北長狭通１－２４
生田神社前ＴＥＬ３３－２５０９

レストラン テキサスターーバン
神戸市葺合区八幡通５－９５

神戸市役所前ＴＥＬ２２－７１３９

イタリア料理ドンナロイヤ
神戸市生田区明石町３２

明海ビル地階ＴＥＬ３３－７１５８

レストランノ、イウエイ
神戸. 市生田区下山手２－２０

ＴＥＬ３３－７６２２

ピ ノ、ソキオピッアハウス

神戸市生田区中山手２－１０１
ＴＥＬ３３－３５４５

レストランフ、ソク東店
神戸市生田区栄町１－ﾐ ５－３

ＴＥＬ３２－３２０７

グ リノレフヂン
神戸市生田区北長狭通３－５
ＴＥＬ３９－１５１４，３３－０６９４

レストランミリオナーークラブ儒
生田区山本通２丁目５０の２
レストラン２３－９３９３～３

メンバーズ２２－１１６２

れ / しが亭ステーキハウス

神戸市生田区下山手通２丁目３４
ＴＥＬ３３．－７１６８

☆ 喫茶
フォークロ－ストシティ
ウエスタン

神戸市生田区三富町３丁目２２
ＴＥＬ３３－３７７０

宮水の（こしむら劫ロ王非店
．－上－

中山手店一神戸市生田区中山手通１丁目７０
ＴＥＬ２２－１８７２，２３－９５２４

センター街店．神戸市生田区三宮町２丁目３５
ＴＥＬ３９－０６６９

ｍｏｄｅｒｎＪａｚｚさりげな<＆C o f f e e

唯田区斗上長狭２－２２ＴＥＬ３３－９７６２

☆ＣＬＵＢ＆ＢＡＲ
〈らぶ阿似子

神戸市生田区中山手２丁目８９
ＴＥＬ３３－６０６９

ｃ ｌｕｂ飛鳥
神戸市生田区中山手１丁目１１７

ＴＥＬ３３－．７６２７

ｃ ｌｕｂｓ < エうぐ＞
神戸市生田区下山手通２丁目６
ＴＥＬ３３－２４０６．３３－８９９３

エ ドワ－ズイ具楽音Ｂ
神戸市生田区北長狭通１丁目２８

ホワイトローズビル５‐６Ｆ生田新道ＴＥＬ３９－３３００
ｃ ｌｕｂ ｺ オナシス

神戸市生田区中山手通１丁目
日# 原ビル２ＦＴＥＬ３２．－３５２０

ｃｌｕｂＩ＜ＯＴＯＢＵＫＩ
神戸市生田区三宮町２丁目２６
三宮本通りＴＥＬ３３－１８７５

ｃ ｌｕｂ ' １，万
神戸巾生田区束門筋中島ビル３Ｆ

ＴＥＬ３９－０６３８，４３８６

ｃ ｌｕｂさち
神戸市生田区中山手通２丁目７５

ＴＥＬ３３－７１２０

ク ラフ．ジヤルダン
神戸市生田区中山手通１丁目１１１

ＴＥＬ３３－８５８９

クラブ．ブノレ－リボン
生田区下山手通１丁目５

ＴＥＬ３３－４５５８

ｃｌｕｂ ル イス
神戸市生田区下山手通２丁目２９

コーベビル地下ＴＥＬ３９－５０６５

クラプ 鈴
生田区中山手１丁目１１１ＴＥＬ３３－２４０３

ｃ ｌｕｂなぎさ
神戸市生田区中山手通１丁目１１１ＴＥＬ3 3 - 8 6 2 6

ｃ ｌｕｂ蕗 < ､ , §、き＞
神戸市生田区下山手通２丁目ＴＥＬ３９－１５１５

く らぶ、ぶ§げん
神戸市生田区中山手通１－１－１１１

ＴＥＬ３３－８５９３

ｃｌｕｂＭｏｏｎＬｉｇｈｔＢＡＲ
神戸市生田区 ｡ 上長狭通１丁目２４
ＴＥＬ３３－０８８６．３９－２６９６

ク ラブる、 , §、らん
神戸市生田区北長挟通１丁目５３ＴＥＬ３３－２８５４

ク ラブヤングベノレ
神戸市生田区中山手通２丁目８９
光ビル１階ＴＥＬ３３－３０５２

７身ＳＴＡＮＤ＆ＳＮＡＣＩく
てタンド英国屋

生田区下山手逓２－６相互タクシー横
Ｔ砲Ｌ３３－１１００３３－６６００

ス ナックエノレソタノ
神戸市生田区下山手通ＴＥＬ３３－６６２０

ス タンド人。亀
生田区中山手１－２４０ＴＥＬ３３－３７５６

スタンドグラ、ム一ノレ
生田筋岸ビル地階ＴＥＬ３３－４６３７

おとぎの国ぴ一た一（ ｡ ｆん
神戸市生田区北長挟通２丁目１
金剛山南角ＴＥＬ３２－１３８０

スナックバーリチヤード
神戸･ 市生田区山本通１丁目９

小寺マンション１ＦＴＥＬ２４－３０４１

さりけ夢なくスタンド
４主田区下山一手j 函２丁目３１

生田筋上高地西入るＴＥＬ３３－３７１４
グラタン小屋５つの銅貨

神戸市生田区北長挟通２－１４
金剛山西入ルＴＥＬ３９－１４３８

スナックビ営易－ビ一
神戸市生田区中山手２丁目ＴＥＬ３９－４５８２

－－

ス タンド皐子
生田区中山手１~ 丁目９１サッポロ西隣２Ｆ

ＴＥＬ３３－６６３５

穂 屋ド’ノンクヨ壷
スナシクー

生田区北長狭通５丁目１９－４
ＴＥＬ３５－４３１１

スナックシノレクロ－ド
神戸市生田区塩田神社前

ふじやビル２ＦＴＥＬ３３－１３５９

洋酒の店キャンティ
神戸市生田区北長狭通２丁目３
ＴＥＬ３９－３０６０．３９－３０１０

ＤＲＩＮＫスネカジリ、ソ子
ＳＮＡＣＫ

神戸市生田区下山手通２丁目
永晃ビルＢ１ＴＥＬ３９－８７０８

ス タンド勢津
神戸市生田区下山手通１－５
ゼウスイ茸ＴＦＬ３９－０５１６

素 舌洞一でっさ５ん
神戸市生田区北長狭通１丁目２５８
三宮映劇山入るＴＥＬ３３－６７７８

ＳＴＡＮＤア’トフ易く
生田区中山手通１丁目９５

ＴＥＬ３３－５４３３

う． ﾚ イスナックバレン夕イン
神戸市生田区中山手通２丁目１０１
大洋ビル２階ＴＥＬ３２－２９６７

ｓＴＡＮＤＦＡＮＦＡＮ
神戸市生田区下山手通２丁目２９

ＴＥＬ３９－１４１０

緑の ﾜ ｲ ﾝ ﾙ ｰ ﾑ み力、げ
神戸市生田区中山手通１－１２
束門筋入ＴＥＬ３９－３６８８

ｎｉｇｈｔＣａｐ むら力、易Ａ
神戸市生田区加納町４丁目

但馬銀行北小路入ＴＥＬ３９－２６１６

スタンドクラブ・ガーデニフフ
神戸市生田区中山手通１丁目１１５
束門筋中島ビル２Ｆ‐ＴＥＬ３９－３３２９

Ｓ ＮＡＣＫ山の手
神戸市生田区中山手通１丁目

ソネビル１ＦＴＥＬ２２－３６３７
スタンド（まんぶ

生田区§下山一手j 血１丁目６の５
束新ビル地階T E L 3 9 - 8 7 3 4

淳 子の店婆（ S A R A ）羅
生田区中山手１丁目９１

ＴＥＬ３９－１６４７

ス ナツクＫＥＮＴ
神戸市生田区中山手通１丁目９１

ＴＥＬ３３－９３９１

す なつく雅羅沙
神戸市生田区下山手通２－２９
神戸ビル１ＦＴＥＬ３９－８８９４

ｓｎａｃｋＭＯＲＥＭＯＲＥ
神戸市生田区中山手通１丁目１０７

ＴＥＬ３３－４７２８

レストラン･ ﾊ ﾞ ー最後の１ド、ノレ
神戸市宗田区北長狭通１Ｊ一目

チエリービル３Ｆ
三寓龍研新道山側ＴＥＬ３９－２１７３
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いま
藍が
(手しい ●

／
そんなとき、バッグ’ンに便利なのが、レンダ‘－ルーム
〈貸室〉ミレニアミ。麻雀に商談にささやかなご会食・
スナックなど‘・社用私用にお気軽にご' 利用下さい。
生田神社東Ｙ､ Ｍ､ Ｃ､ Ａ浜測ヒカリビル３階。
くわしくはお電話で。

ａｓ一一 レニフフ
生田区中山手通２丁目３８
光ビル３階
ＴＥＬ、３９－１４９７．１４９８
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神戸三宮生田筋
ＴＥＬ３３－５
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